
平成 21 年度～23 年度 習志野市事務事業評価表 
1．事務事業基本情報 

 

 

 

 

事業名 №22 旧芝園清掃工場解体事業 担当課 クリーンセンター施設課 予算費目名
款 項 目 

   

事業概要 

及び目的 

昭和 58 年 8 月に稼動し平成 14 年 10 月に停止した、旧芝園清掃工場をダイオキ

シン類による汚染に配慮して安全に解体・撤去工事した跡地にストックヤード整備を

実施する。 

成 

果 

目 

標 

成果指標
旧清掃工場の解体工事及びストックヤー

ド建設の完了 

年度 平成 20 年度 平成 21 年度 平成 22 年度 平成 23 年度 

予算額（単位：円） 0 0 0 0

計画値        
決算額（単位：円） 0 0 0 0

従事職員数 1 1 1 1

事業の 

位置づけ 

章 ２ 都市と自然が共生したまち ★左記施策（号）との結び付き 

老朽化した旧芝園清掃工場の解体・撤去工事を実施することにより、ダイオ

キシン類による汚染防止、老朽化による危険防止を図り、跡地にストックヤ

ードの整備により廃棄物の循環社会形成推進が図れる。 

従事延べ日数   

節 １ 環境政策の充実 

民間活力の導入

現状は？：□実現している □将来可能性はある □将来困難だが可能性はある ■余地なし 

項 １ 環境政策の充実 相手は？：□市民  □市民活動団体  □企業・学校等 

号 ２ 循環社会の構築 形態は？： 

2．進捗状況 平成 21 年 7 月 16 日記入  平成 22 年 5 月 10 日記入  平成 23 年 5 月 10 日記入

年度 21 年度評価（20 年度実施した事項についての評価） 22 年度評価（21 年度実施した事項についての評価） 23 年度評価（22 年度実施した事項についての評価） 

実施計画上の予定 調査 
実施計画の予定

年度終了後 
未実施 

★継続している事項、 

未着手事項がある理由 
実施計画

上の予定
工事 

実施計画の予定

年度終了後 
未実施 

★継続している事項、 

未着手事項がある理由

実施計画

上の予定 
工事 

実施計画の予定

年度終了後 
未実施 

★継続している事項、

未着手事項がある理由

完了した事項 

・ 

・ 

・ 

財政上、茜浜衛生処理場

設備更新及び縮小化事

業（平成 19 年度～21

年度）を実施しているた

め、当該事業が終了後実

施したい。 

・ 

・ 

・ 

茜浜衛生処理場設備

更新及び縮小化事業

（平成 19 年度～21

年度）は終了したが

財政上、24 年度以降

の 早 期 に 実 施 し た

い。 

・ 

・ 

・ 

財源確保の見通しが

たたないため。 

継続している 

事項 

・ 

・ 

・ 

・ 

・ 

・ 

・ 

・ 

・ 

未着手事項 

・旧芝園清掃工場解体工事 

・ストックヤード建設工事 

・ 

・旧芝園清掃工場解体工事 

・ストックヤード建設工事 

・ 

・旧芝園清掃工場解体工事 

・ストックヤード建設工事 

・ 

改善案 

 

・財政上予算計上が困難である。 

 

成果指標  

・財政上予算計上が困難である。 

成果指標  

・財政上予算計上が困難である。 

 

成果指標 

実績値 

 － 

達成率  

－％ 

実績値 

 － 

達成率 

－％ 

実績値 

   

達成率 

  ％

3．今後の方向性 ※課内協議を経て管理職が記入してください。 平成 21 年 7 月 27 日協議実施  平成 22 年 5 月 17 日協議実施  平成 23 年 5 月10 日協議実施

今後の方向性 

 

 
＊根拠欄は、なぜそ

の「成果の方向性」

を選んだか？なぜそ

の「コストの方向性」

をえらんだか？別紙

「評価の視点」を参

照してください。 

成

果

の

方

向

性 

拡充     

現状維持     

縮小     

休廃止     

 
休廃止 縮小 現状維持 拡充 

コストの方向性 

成

果

の

方

向

性

拡充     

現状維持     

縮小     

休廃止     

 
休廃止 縮小 現状維持 拡充 

コストの方向性 

成

果

の

方

向

性 

拡充     

現状維持     

縮小     

休廃止     

 
休廃止 縮小 現状維持 拡充 

コストの方向性 

★上記を選択した根拠 

・財政上予算措置が困難なため、評価が困難 

★上記を選択した根拠 

・財政上予算措置が困難なため、評価が困難 

★上記を選択した根拠 

・財政上予算措置が困難なため、評価が困難 

方向性を実現する

ため実施すること

（改革案） 

   

前年度改革案の 

実施状況 

□実施 □一部実施 □検討中 □その他 ★実施以外は具体的に記載してください。 

 

□実施 □一部実施 □検討中 □その他 ★実施以外は具体的に記載してください。

 

□実施 □一部実施 □検討中 □その他 ★実施以外は具体的に記載してください。


